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境
港こ

う

は
、
昨
年
の
全
体
貨
物
取
扱
量
が
約
３
２
３
万
㌧

で
し
た
。
輸
出
貨
物
は
約
15
万
㌧
で
、
輸
入
貨
物
が
約

１
７
２
万
㌧
。
国
内
へ
の
移
出
は
約
23
万
㌧
で
、
移
入
が
約

１
１
２
万
㌧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
境
港
の
物
流
動
向
に
つ
い

て
、
境
港こ

う

管
理
組
合(

大
正
町)
と
境
港こ

う

貿
易
振
興
会(

竹
内

団
地)

に
取
材
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
は
木
材
チ
ッ
プ
の
輸
入

メ
イ
ン
は
木
材
チ
ッ
プ
の
輸
入

メ
イ
ン
は
木
材
チ
ッ
プ
の
輸
入

メ
イ
ン
は
木
材
チ
ッ
プ
の
輸
入

コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
も
順
調
に

コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
も
順
調
に

境港物流の今

輸
入
の
多
く
を
占

め
る
木
材
チ
ッ
プ

　
昨
年
の
境
港
か

ら
の
輸
出
は
紙
・

パ
ル
プ
が
多
数
で
、

次
に
木
製
品
が
続

き
ま
す
。
送
り
先

は
中
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
な
ど
で
、
主

に
コ
ン
テ
ナ
船
で

運
び
ま
し
た
。

　
輸
入
で
一
番
多

く
を
占
め
る
の
は
、

木
材
チ
ッ
プ
で
す
。

続
い
て
再
利
用
資

材
で
、
境
港
市
内
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
が
使
用
す
る
燃

料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
３
番

目
は
原
木
で
す
。

　
境
港
か
ら
国
内
に
移
出
す

る
品
目
で
最
も
多
い
の
は
、

氷
を
含
む
水
で
す
。
次
が
重

油
で
、
貨
物
船
や
漁
船
な
ど

に
積
み
込
み
ま
す
。
そ
の
次

は
木
製
品
で
す
。

　
国
内
か
ら
の
移
入
は
軽
油

・
灯
油
な
ど
が
最
も
多
く
、

セ
メ
ン
ト
、
ガ
ソ
リ
ン
が
続

き
ま
す
。
い
ず
れ
も
境
港
か

ら
周
辺
地
域
の
需
要
に
応
え

る
た
め
に
運
ぶ
も
の
で
す
。

コ
ン
テ
ナ
利
用
も
活
発
化

　
昨
年
の
コ
ン
テ
ナ
の
総
貨

物
取
扱
量
は
、
２
万
３
３
７

５
Ｔ
Ｅ
Ｕ(

１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
＝
コ

ン
テ
ナ
1
個
分
の
単
位
で
長

さ
約
６
㍍
・
幅
約
２
・
４
㍍)

で
し
た
。

　
輸
出
は
９
７
５
5
Ｔ
Ｅ
Ｕ

で
、
紙
・
パ
ル
プ
、
木
製
品
、

非
鉄
金
属
な
ど
。
輸
入
は
６

０
６
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
、
非
金
属

鉱
物
、
染
料
・
塗
料
・
合
成

樹
脂
、
鉄
鋼
な
ど
で
す
。

　
移
出
は
３
２
５
４
Ｔ
Ｅ
Ｕ

で
、
木
製
品
、
紙
・
パ
ル
プ
、

水
産
品
な
ど
で
し
た
。
移
入

は
４
３
０
６
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
木
製

品
、
非
金
属
鉱
物
、
化
学
薬

品
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
貿
易
相
手
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
中
国
、
韓
国
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
で
す
。
コ
ン
テ
ナ

を
運
ぶ
船
は
、
韓
国
航
路
が

週
２
便
で
、
釜
山
を
経
由
し

全
世
界
に
貨
物
を
運
び
ま
す
。

ま
た
、
韓
国
・
中
国
航
路
も

週
２
便
で
、
釜
山
や
上
海
を

経
由
し
て
世
界
中
に
届
け
ま

す
。

　
一
方
、
境
港
と
東
海
を
結

ぶ
日
韓
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
乗

船
客
の
自
動
車
や
自
転
車
な

ど
を
積
み
込
み
、
韓
国
へ
の

輸
出
品
な
ど
も
運
び
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー

日
本
海
航
路
は
、
神
戸
港
・

境
港
・
京
都
舞
鶴
港
・
敦
賀

港
の
間
で
毎
週
１
往
復
。
神

戸
港
経
由
で
世
界
各
地
と
接

続
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
テ
ナ
１
本

に
満
た
な
い
複
数
の
企
業
の

小
ロ
ッ
ト
貨
物
を
積
み
合
わ

せ
、
釜
山
港
経
由
で
世
界
各

地
に
輸
送
可
能
な
小
口
混
載

輸
出
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
境
港
貿
易
振
興
会
の
竹
中

和
彦
事
務
局
長
は
「
夢
み
な

と
タ
ワ
ー
で
は
、
関
係
機
関

が
連
携
し
て
貿
易
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
相
談
に

コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
航
路
を
指
し
示
す
境
港

貿
易
振
興
会
の
竹
中
和
彦
事
務
局
長

　8月10日、みなとテラス(上道町)で「第１
回みなとオアシス境港

こう

連絡協議会」が開催
され、みなとオアシス境港に関わる団体間
の情報共有や連携を進めるため、新たな
協議会が設立されました。
　当日は、国土交通省中国地方整備局境
港湾・空港整備事務所から「みなとオアシ
ス」の制度や取り組みについて説明があっ
たほか、参加団体の自己紹介や意見交換
を実施。
　各団体からは情報発信の強化、地域・
関係機関・学校との連携、イベントの充実、
ホームページの早期立ち上げなど、さまざ
まな意見や提案が寄せられました。
　今後は「みなとオアシス境港大漁祭」「み
なと祭」「水産まつり」「中野港漁村市」な
ど、各団体が実施するイベントや取り組み
について相互に情報を共有し、助成制度も
活用しながら連携を強化。
　ホームページによる情報発信も進め、境
港
こう

・境漁港、海や港、豊かな水産資源など、
地域全体の魅力を一体となって発信し、
港のにぎわい創出につなげていきます。
　資料提供：境港市都市整備課
　　　　　港湾空港対策室

港のにぎわい創出へ 協議会を設立

みなとオアシス境港の窓

　
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
行
う
２
０
２
６

年
度
の
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
に
、
境
港

市
出
身
の
ピ
ン
芸
人
・
み
ょ

ー
ち
ゃ
ん
氏
が
９
月
１
日
付

け
で
就
任
し
、
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
み
ょ
ー
ち
ゃ
ん
氏
は
、
松

竹
芸
能
所
属
の
お
笑
い
芸
人

で
、
１
９
９
５
年
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
悲
し
い
歌
で

哀
愁
を
漂
わ
せ
な
が
ら
の
ジ

ャ
グ
リ
ン
グ
芸
や
、「
み
ょ

ー
ち
ゃ
ん
劇
団
」
を
率
い
て

韓
国
の
軍
隊
の
モ
ノ
マ
ネ
な

ど
を
展
開
。
２
０
１
６
年
に

は
、
鳥
取
県
の
ふ
る
さ
と
大

使
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
境
港
市
は
「
魚
と
港
と
妖

怪
」
の
３
要
素
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
位
置
づ
け
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
境
港
商
工
会
議

所
は
「
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
」
制
度
を
２

０
０
３
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
境
港
に
深

く
関
わ
り
を
持
ち
、
県
外
で

活
躍
中
の
皆
さ
ん
を
大
使
と

し
て
信
任
し
、
機
会
あ
る
ご

と
に
大
使
専
用
名
刺
を
配
布

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
。

　
こ
れ
ま
で
プ
ロ
ド
ラ
マ
ー

の
あ
ら
き
・
ゆ
う
こ
さ
ん
や
、

声
楽
家
の
小
鉄
和
広
さ
ん
、

落
語
家
の
林
家
た
い
平
さ
ん

ら
14
人
が
大
使
と
し
て
活
躍

中
。
こ
の
た
び
、
み
ょ
ー
ち

ゃ
ん
氏
が
新
た
に
加
わ
り
、

大
使
の
数
は
15
人
に
な
り
ま

し
た
。

来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
管
理
組

合(

☎
42
―
３
７
０
６)

、
ま

た
は
境
港
貿
易
振
興
会(

☎

47
―
３
９
０
５)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２０２6年度境港フィッシュ大使
（ＦＩＳＨ）

みょーちゃん氏が就任ピン芸人
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ち
ょ
っ
と拝 見

海産物のきむらや

加
工・流
通
段
階
の
M
E
L
認
証
取
得

環
境
に
や
さ
し
い
商
品
届
け
る

　

㈱
海
産
物
の
き
む
ら
や(

渡
町
、
木
村
美
樹
雄
社
長)

は
、

主
力
商
品
で
あ
る
も
ず
く
製
品
の
マ
リ
ン
・
エ
コ
ラ
ベ
ル
・

ジ
ャ
パ
ン(

Ｍメ

ル
Ｅ
Ｌ)
認
証
を
取
得
。
認
証
マ
ー
ク
を
添
付
し

た
商
品
を
日
本
生
活
協
同
組
合
の
宅
配
・
店
舗
で
販
売
中
で

す
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
同
社
の
Ｍ
Ｅ
Ｌ
認
証

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
の
も
ず
く
製
品
の
原

料
は
、
沖
縄
県
の
伊
平
屋
島

と
久
米
島
で
養
殖
さ
れ
た
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の

　
境
港
商
工
会
議
所
は
10
月

16
日
に
食
品
表
示
セ
ミ
ナ
ー

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
対
応

で
き
て
い
ま
す
か
？
直
近
の

食
品
表
示
法
改
正
の
内
容

(

２
０
２
３
～
２
０
２
６)

」

を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
専
門
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
藤
原
和か

ず

樹き

氏

が
、
食
品
表
示
法
で
行
わ
れ

て
い
る
様
々
な
変
更
に
つ
い

て
、
詳
し
く
解
説
す
る
と
と

も
に
、
参
加
者
か
ら
の
質
問

に
回
答
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
10
月
16
日
㈮
　
午
後

１
時
30
分

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所
２

階
・
第
１
会
議
室(

境
港
市

上
道
町)

講
師
　
藤
原
和
樹
氏(

Ｃ
コ

ｏ

ｒレ

ク

ト

ｒ
ｅ
ｃ
ｔ 

Ｌレ

ー

ベ

ル

ａ
ｂ
ｅ
ｌ

㈱
・
代
表
取
締
役)

内
容
　
近
年
の
食
品
表
示
関

連
法
規
改
正
に
よ
り
、

厳
し
く
な
っ
た
部
分

と
、
簡
単
に
な
っ
た

部
分
を
分
か
り
や
す

く
解
説
。
特
に
添
加

物
に
関
す
る
ル
ー
ル

の
変
更(

栄
養
強
化

目
的
で
の
添
加
物
使

用
ル
ー
ル
の
改
定)

は
、
多
く
の
企
業
が
対
応
必

須
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
企
業
　
▽
長
年(
３
年

以
上)

、
同
じ
食
品
表
示
ラ

ベ
ル
を
使
い
続
け
て
い
る
、

ま
た
は
更
新
し
て
い
な
い
企

業
▽
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
変
更
を

考
え
て
い
る
企
業
▽
大
手
企

う
ち
、
伊
平
屋
村
漁
業
協
同

組
合
が
行
っ
て
い
る
「
オ
キ

ナ
ワ
モ
ズ
ク
海
面
漁
業
」
が

Ｍ
Ｅ
Ｌ
認
証
を
取
得
し
た
こ

と
を
受
け
、
２
０
２
５
年
５

月
に
同
社
は
流
通
加
工
段
階

(

Ｃ
ｏ
Ｃ)

認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｌ
認
証
は
、
国
際
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
日
本
発

の
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
制

度
。
水
産
資
源
の
持
続
性
と

環
境
に
配
慮
し
て
い
る
事
業

者(

漁
業
・
養
殖
業)

を
審
査

し
、
認
証
す
る
も
の
で
す
。

　「
持
続
可
能
な
水
産
物
」

を
消
費
者
に
積
極
的
に
選
ん

で
も
ら
う
こ
と
で
、
豊
か
な

海
を
守
り
な
が
ら
日
本
の
水

産
業
と
魚
食
文
化
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
同
社
は
昨
年
11
月
か
ら
、

加
工
・
製
造
を
行
う
「
Ｃ
Ｏ

・
Ｏ
Ｐ
沖
縄
県
伊
平
屋
島
産

味
付
も
ず
く(

米
黒
酢
入

り)

」
な
ど
の
コ
ー
プ
商
品

を
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
付
き

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
切
り
替
え
て

納
入
。
生
協
の
宅
配
や
店
舗

な
ど
で
７
ア
イ
テ
ム
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
順

次
ア
イ
テ
ム
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
生
協
は
、
こ
れ
ら
の
商
品

を
環
境
、
安
全
で
自
然
に
優

し
い
商
品
と
し
て
消
費
者
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
商
品
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

　
沖
縄
県
久
米
島
の
漁
業
協

同
組
合
も
こ
の
た
び
、
Ｍ
Ｅ

Ｌ
認
証
を
取
得
。
久
米
島
産

の
原
料
を
使
っ
た
商
品
も
Ｍ

Ｅ
Ｌ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
付
き
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
切
り
替
え
て
い
き

ま
す
。

　
同
社
の
竹
本
圭け

い

吾ご

常
務
取

締
役
は
「
私
た
ち
は
、
環
境

に
配
慮
し
た
養
殖
に
よ
っ
て

育
ま
れ
た
伊
平
屋
島
や
久
米

島
産
の
も
ず
く
を
大
切
な
素

材
と
し
て
使
用
し
、
豊
か
な

海
の
恵
み
を
生
か
し
た
商
品

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
素
材
へ
の

こ
だ
わ
り
を
大
切
に
し
、
皆

様
に
安
心
・
安
全
な
商
品
を

届
け
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
６
５
５
５)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

業
と
の
取
引
が
あ
る
、
ま
た

は
今
後
考
え
て
い
る
企
業
▽

展
示
会
や
商
談
会
な
ど
に
出

展
予
定
が
あ
る
企
業
▽
ナ
ッ

ツ
類
や
魚
介
類(

特
に
魚
卵)

を
使
用
し
た
食
品
を
製
造
・

加
工
し
て
い
る
企
業
▽
食
品

ロ
ス
削
減
に
向
け
て
賞
味
期

限
を
見
直
し
た
い
企
業(

期

限
を
伸
ば
し
や
す
く
な
り
ま

し
た)

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

申
込
期
限
　
10
月
９
日
㈮

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

食
品
表
示
法
を
解
説
す
る
藤
原
和
樹
氏

生協に納入するＭＥＬマーク商品を
手にする竹本圭吾常務取締役

労
働
環
境
整
備
に
活
用
で
き
る
助
成
金

働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
鳥
取

経
営
課
題
に
迫
る 

⑤

　

境
港
市
内
企
業
の
経
営
課
題
に
迫
り
ま
す
。
今
回
は
「
賃

金
面
で
の
労
働
環
境
整
備
に
活
用
で
き
る
助
成
金
」
に
つ
い

て
、
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
鳥
取(

鳥
取
市
富
安)

の
長
谷
川
誠
セ
ン
タ
ー
長
に
伺
い
ま
し
た
。

―
こ
と
し
も
最
低
賃
金
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
ね
。

　「
鳥
取
県
の
最
低
賃
金
は
、

昨
年
の
『
１
０
３
０
円
』
か

ら
60
円
ア
ッ
プ
さ
れ
、
１
０

９
０
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

人
材
確
保
な
ど
の
た
め
に
賃

金
を
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な

労
働
環
境
の
整
備
を
す
る
企

業
も
増
え
て
い
ま
す
」

―
賃
金
面
で
の
労
働
環
境
整

備
に
活
用
で
き
る
助
成
金
は

あ
り
ま
す
か
。

　「
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

基
本
給
を
３
㌫
以
上
増
額
す

る
場
合
に
活
用
で
き
る
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
や
時
間

外
労
働
を
削
減
す
る
場
合
な

ど
に
活
用
で
き
る
働
き
方
改

革
推
進
支
援
助
成
金
が
あ
り

ま
す
」

―
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
有
期
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム

な
ど
の
非
正
規
雇
用
者
の
賃

金
を
引
き
上
げ
る
際
に
活
用

で
き
る
助
成
金
と
し
て
、
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の
賃

金
規
程
等
改
定
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
賃
金
規
程
な
ど
を

３
㌫
以
上
増
額
改
定
し
た
場

合
、
引
き
上
げ
率
に
応
じ
て

１
人
当
た
り
４
万
円
か
ら
７

万
円
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
」

―
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助

成
金
の
活
用
方
法
は
。

　「
時
間
外
労
働
の
削
減
や

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

な
ど
に
取
り
組
む
場
合
に
活

用
で
き
る
助
成
金
と
し
て
、

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成

金
の
労
働
時
間
短
縮
・
年
休

促
進
支
援
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
労
働
能
率
の
増
進
に
役

立
つ
設
備
・
機
器
の
導
入
や

更
新
の
経
費
な
ど
が
助
成
の

対
象
に
な
り
、
賃
金
引
き
上

げ
を
併
せ
て
行
っ
た
場
合
に

助
成
上
限
額
の
加
算
が
行
わ

れ
ま
す
」

―
境
港
市
内
企
業
の
皆
さ
ん

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成

金
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計

画
の
提
出
や
賃
金
規
程
の
改

定
な
ど
の
手
続
き
が
必
須
で

す
。
一
方
、
働
き
方
改
革
推

進
支
援
助
成
金
は
、
事
業
実

施
計
画
の
作
成
や
就
業
規
則

の
変
更
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
、
11
月
末
が
申
請
期
限
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

申
請
を
計
画
す
る
際
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
早
め
に
当
オ
フ

ィ
ス
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

　
詳
し
く
は
、
同
オ
フ
ィ
ス

(

☎
０
８
０
０
―
２
０
０
―

３
２
９
５)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
の
事
業
所
に
無
料
で
専
門

家
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
事
業
者
や
中
小
企

業
の
経
営
に
関
わ
る
様
々
な

分
野
の
専
門
家
が
課
題
解
決

の
第
一
歩
に
向
け
、
お
手
伝

い
を
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

直近の食品表示法改正に対応

講師は藤原和樹氏

食品表示セミナー10月16日開催

経
営
課
題
解
決
に

専
門
家
を
派
遣

2
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10月１日入居受け付け開始
クローズアップ

境港に介護付有料老人ホームをオープン
― 境港福祉会 ―

　
　

境
港
福
祉
会(

夕
日
ヶ
丘
、
田
邊
亮り

ょ
う

理
事
長)

は
、
現
在

あ
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
夕
日
ヶ
丘(

夕
日
ヶ
丘)

」
の
隣
接

地
に
こ
の
た
び
「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

ゆ
う
な
ぎ
」

を
こ
と
し
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
10
月
１
日
か
ら
募
集

を
開
始
。
今
回
は
同
施
設
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

海
外
挑
戦
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

交
流
が
生
む
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

　
当
セ
ン
タ
ー
が
所
属
す

る(

公
財)

鳥
取
県
産
業

振
興
機
構(

鳥
取
市
若
葉

台
、
池
田
一
彦
・
代
表
理

事
理
事
長)

は
、
医
療
機

器
産
業
の
集
積
地
で
あ
る

江
原
特
別
自
治
道
の
原
州

医
療
機
器
産
業
振
興
院

(

金キ
ム

永ヨ
ン

成ソ
ン

院
長)

と
協
定
を

締
結
し
、
韓
国
の
医
療
・

美
容
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

機
器
メ
ー
カ
ー
と
県
内
製

　

と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
が
海
外
展
開
の
支

援
策
な
ど
を
伝
え
る
当
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
韓
国
江カ

ン
ウ
ォ
ン原

特
別
自
治
道
・
原ウ

ォ
ン
ジ
ュ州
医
療
機
器
産
業
振
興
院
と
の
交
流
で

生
ま
れ
る
県
内
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

造
業
の
交
流
を
10
年
間
続
け

て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
同
振
興
院
が
支
援

す
る
韓
国
企
業
を
鳥
取
県
に

招
き
、
県
内
企
業
と
の
商
談

会
や
製
造
現
場
の
視
察
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
同
自
治

道
原
州
市
で
開
催
さ
れ
る
江

原
医
療
機
器
展
示
会
「
Ｇ
Ｍ

Ｅ
Ｓ
」
に
は
、
県
内
企
業
と

と
も
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

技
術
や
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
美
容
機
器

や
医
療
機
器
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
商
談
や
マ
ッ
チ
ン
グ

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
韓
国
は
ア
ジ
ア
有
数
の
美

容
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場
で
あ

り
、
医
療
・
美
容
機
器
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
製
品
の
開
発
が
盛

ん
で
す
。
特
に
同
特
別
自
治

道
で
は
医
療
機
器
産
業
を
重

点
産
業
と
位
置
付
け
、
原
州

医
療
機
器
産
業
振
興
院
を
中

心
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
鳥
取
県
に
は
金
属

加
工
や
電
気
・
機
械
分
野
な

ど
、
高
度
な
技
術
を
持
つ
企

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

双
方
の
強
み
を
生
か
し

た
交
流
を
続
け
る
中
で
、

機
器
部
品
の
共
同
開
発

や
県
内
企
業
が
提
案
し

た
部
品
の
美
容
機
器
へ

の
採
用
、
韓
国
企
業
の

日
本
市
場
向
け
代
理
店

契
約
な
ど
、
具
体
的
な

成
果
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
交
流
は
、
支
援

機
関
同
士
の
つ
な
が
り
を
企

業
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
へ
発

展
さ
せ
、
双
方
が
「
ｗ
ｉ
ｎ

―
ｗ
ｉ
ｎ
」
の
関
係
で
成
長

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　「
互
い
に
生
か
し
合
う
こ

と
か
ら
繁
栄
が
生
ま
れ
る
」

と
の
故
・
松
下
幸
之
助
氏
の

言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
継

続
的
な
交
流
を
通
じ
て
相
手

を
尊
重
し
、
互
い
の
強
み
を

　
同
法
人
は
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
夕
日

ヶ
丘
の
ほ
か
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
夕

日
ヶ
丘
２
番
館

(

同)

を
運
営
。
こ

の
た
び
、
三
つ
目

の
施
設
と
な
る

「
ゆ
う
な
ぎ
」
を

建
設
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
の
対
象

者
は
要
介
護
度
が

１
か
ら
５
ま
で
で
、

日
常
生
活
を
送
る

上
で
介
護
や
療
養

が
必
要
な
人
で
す
。

　
全
室
個
室
で
、
45
室
。
室

内
に
ト
イ
レ
・
洗
面
台
が
あ

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
動
ベ

ッ
ド
も
全
室
に
あ
り
、
車
い

す
な
ど
の
福
祉
用
具
も
適
宜

ご
用
意
で
き
ま
す(

テ
レ
ビ

な
ど
の
持
ち
込
み
も
可
能)

。

　
医
師
の
連
携
の
も
と
に
看

護
師
・
介
護
士
を
含
む
24
時

間
の
医
療
連
携
が
取
れ
る
体

制
を
整
え
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
鳥
取
県
の
指
定
を
受
け

た
特
定
施
設
で
、
24
時
間
・

３
６
５
日
介
護
・
ケ
ア
を
行

い
ま
す
。

　
健
康
管
理
に
は
、
か
か
り

つ
け
医
が
往
診
。
さ
ら
に
、

協
力
医
療
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
日
々
の
健
康
管
理
や

体
調
確
認
を
行
い
、
安
心
し

て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
同
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
大

切
に
し
て
き
た
暮
ら
し
や
思

い
を
尊
重
し
、
家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
も

大
切
に
し
な
が
ら
、
入
居
者

が
「
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し

く
」
穏
や
か
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
ま
い
を
目
指
し

ま
す
。

　
田
邊
理
事
長
は
「
介
護
度

や
医
療
依
存
度
が
高
く
な
っ

て
も
最
後
ま
で
お
暮
ら
し
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
た
だ
い
ま
、
入
居
申
し
込

み
受
け
付
け
中
で
す
。
居
室

Ｐ
Ｒ
看
板
の
前
に
立
つ
田
邊
亮
理
事
長

生
か
す
こ
と
が
、
事
業
の

発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
国
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
・
団
体
と
の

交
流
を
通
じ
、
県
内
企
業

の
海
外
展
開
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
当
コ
ー
ナ
ー
は
今
回
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、

ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
希

望
の
居
室
は
先
着
順
と
な
り

ま
す
。

　
同
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
同
法
人
開
設
前
問

い
合
わ
せ
窓
口(

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
夕
日
ヶ
丘
内
・
☎
47

―
２
２
７
７)

の
横
山
さ
ん
、

中
原
さ
ん
ま
で
。

　
日
本
消
化
器
病
学
会
中
国

支
部
主
催
の
市
民
公
開
講
座

が
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

(

み
な
と
テ
ラ
ス)

で
開
催
さ

れ
ま
す
。「
知
っ
て
お
き
た
い

消
化
器
疾
患
の
最
新
知
識
」

の
テ
ー
マ
で
鳥
取
県
済
生
会

境
港
総
合
病
院
の
医
師
た
ち

が
分
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
事
前
申
し

込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
病
院
の
担
当
者
は
「
多

く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
同
市
民
公
開
講
座
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
11
月
15
日
㈰
　
午
後

２
時
～
４
時
30
分

会
場
　
み
な
と
テ
ラ
ス
２
階

・
大
会
議
室(

境
港
市
上
道

町)

韓国の医療・美容関連企業と県内企
業の商談会＝2026年6月、鳥取市

内
容
　
▽
「
肝
臓
を
守
る
」

講
師
＝
岡
野
淳
一
医
師(

鳥

取
県
済
生
会
境
港
総
合
病
院

・
内
科
部
長)

▽
「
な
ぜ
増

え
る
？
大
腸
癌
、
な
ぜ
減

る
？
胃
癌
」
講
師
＝
中
村
由

貴
医
師(

同
病
院
・
内
科
部

長)

▽
「
膵
臓
が
ん
検
診
の

お
す
す
め
」
講
師
＝
藤
井
容

子
医
師(

同
病
院
・
健
診
セ

ン
タ
ー
長)

　
同
市
民
公
開
講
座
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
日
本
消
化
器

病
学
会 

中
国
支
部
第
98
回

市
民
公
開
講
座
運
営
事
務
局

(

㈱
メ
ッ
ド
・
☎
０
８
６
―

４
６
３
―
５
３
４
４)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

済
生
会
医
師
ら
が
講
演

日
本
消
化
器
病
学
会
中
国
支
部 

市
民
公
開
講
座

　
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
２

０
２
６
年
10
月
３
日
か
ら
時

間
額
１
０
９
０
円
に
改
定
さ

れ
ま
す
。
同
最
低
賃
金
は
、

正
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形

態
に
関
わ
ら
ず
、
県
内
の
事

業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

労
働
条
件
の
確
保
や
改
善
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
は
▽
精
皆
勤

手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
▽
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
▽
１
カ
月
を
超
え
る
期
間

ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
▽

時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
及

び
深
夜
労
働
の
割
増
賃
金
―

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室(

☎
０

８
５
７
―
29
―
１
７
０
５)

、

ま
た
は
米
子
労
働
基
準
監
督

署(

☎
34
―
２
２
３
１)

へ
。

福福

10月3日から発効

１時間1090円に
鳥取県最低賃金
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㈲いたくら
境港市上道町松葉かに・鮮魚・

境港産にぼし・
山陰産干かれい
や新鮮な魚で干
し上げた干物な
ど、専門店なら
ではのこだわり
の品を皆様の食
卓にお届けしま
す｡

☎46－0533
Fax46－0557

煮干・干物・塩干
TEL 44－0145

FAX 42－6156

鮮魚・松葉ガニ
TEL 47－4147

境港市松ケ枝町35(水木ロード沿)

有限会社
  板倉博商店 フジッコ株式会社  境港工場

〒684-0046
鳥取県境港市竹内団地271番地
TEL ： 0859-47-2211（代表）
FAX ： 0859-47-2226
URL ： http://www.fujicco.co.jp
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　水野代表は、15年ほど前に「ステッカー工房」を立ち上げ、経
験を積んで2023年12月に「.Dcompany」と名称を変更しました。
　現在の社名は、小さな点から始まり、人の縁をつないで大きな
リングにしたいとの思いで、最初を「.」とし、続いてデザイン、
ドール(製造)、ドリームの頭文字として「D」を付けた名前にした
ものです。
　水野代表は、社名入りの業務用車両からキャラクター付きの車
まで、様々なラッピングを手掛けています。また、工事用ヘルメ
ットのステッカーやイベントで
販売される食べ物の包装に貼る
シールを作ることもあります。
　最近始めた名刺は、こだわり
の材質で丁寧に作ります。一方
で、紙からスキャンして約20分
で仕上げることも可能とのこと。
併せて、Ｔシャツの制作も行う
ようになりました。
　これらは、水野代表がデザイ
ンを提案したり、子どもの描いたイラストなどか
ら作ることもあるそうです。
　水野代表は「相談者の悩みを知人のネットワー
クも使いつつ解決する街の何でも屋さんでありた
いと思っています。困ったことがあれば、気軽に
お声がけください」と話しました。
　詳しくは、.Dcompany(☎36－8996)まで。

経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
の
活
用
を

澤
田
宏
二
氏

特別寄稿

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
支
援
担
当

　

境
港
商
工
会
議
所
は
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
支
援

窓
口
の
協
力
を
得
て
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
知
財
無
料
相
談

会
を
開
催
し
、
知
的
財
産
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
同
相
談
会
の
支
援
担
当
者
・
澤
田
宏こ

う

二じ

さ
ん
に
、
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　「
自
社
の
強
み
を
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
に
ど
う
つ
な
げ

れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な

い
」。
そ
ん
な
中
小
企
業
の

皆
様
の
悩
み
に
応
え
る
の
が

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総

合
支
援
窓
口
で
す
。

　
当
支
援
窓
口
は
、
企
業
の

「
現
在
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

を
整
理
す
る
た
め
に
、
経
営

デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
活
用
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
と
は
、

現
在
の
事
業
や
強
み
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、
将
来
ど
の

よ
う
な
価
値
を
生
み
出
し
た

い
の
か
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
何
が
必
要
な
の
か
を
可
視

化
す
る
ツ
ー
ル
で
す
。

　
例
え
ば
、
自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
を
改
め
て

整
理
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
技
術
や
独
自
の
製
造

方
法
な
ど
が
重
要
な
強
み
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
特
許
で
守

る
こ
と
も
選
択
肢
に
な
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
商
品
名
や
ロ
ゴ

を
商
標
で
保
護
し
た
り
、
特

徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
意
匠
と

し
て
権
利
化
す
る
な
ど
、
経

営
戦
略
に
応
じ
て
、
様
々
な

知
的
財
産
の
活
用
方
法
が
検

討
で
き
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
「
特
許
を
取

る
」「
商
標
を
登
録
す
る
」

と
い
っ
た
知
財
の
手
続
き
か

ら
始
め
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
自
社
が
目
指
す
将
来
像
を

描
き
、
そ
の
実
現
に
知
財
を

ど
う
い
か
す
か
を
考
え
る
こ

と
で
す
。

　
当
支
援
窓
口
は
、
境
港
商

工
会
議
所
を
始
め
と
し
た
各

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
で
は
、
10
月
10
日
か
ら
新
し
い
企
画

展
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
館
の
坂
本
茜あ

か
ね

・
学
芸
員
が

見
ど
こ
ろ
を
伝
え
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
企

画
展
示
室
は
お
よ
そ
半
年
に

一
度
、
水
木
し
げ
る
の
貴
重

な
原
画
を
展
示
す
る
企
画
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
開
催
中
の
企
画
展

「
た
た
か
う
鬼
太
郎
」
は
10

月
4
日
に
終
了
し
ま
す
。
展

示
替
え
期
間
を
挟
み
、
10
月

10
日
か
ら
は
新
し
い
企
画
展

「
悪
魔
く
ん 

埋う
も

れ
木ぎ

真し
ん

吾ご

の

冒
険
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
に
よ
る
漫
画

『
悪
魔
く
ん
』
に
は
、
複
数

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
し
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
１

９
８
８
年
か
ら
講
談
社
の
児

童
漫
画
雑
誌
『
コ
ミ
ッ
ク
ボ

ン
ボ
ン
』
で
連
載
さ
れ

た
「
埋
れ
木
真
吾
」
が

主
人
公
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

で
す
。
翌
年
に
は
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
も
放
送
さ
れ
、

好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
埋
れ
木
真
吾
、
通
称

「
悪
魔
く
ん
」
は
、
十

企画展「悪魔くん 埋れ木真吾の冒険」
キービジュアル　　　　　Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館 パート20
10月10日  新企画展スタート

支
援
機
関
と
も
連
携
し
、
経

営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
の
活
用

か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
特

許
・
商
標
な
ど
の
知
的
財
産

活
用
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
応
じ
た
専
門
家
も
活
用

し
な
が
ら
、
小
規
模
事
業
者

や
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
経

営
課
題
に
寄
り
添
っ
た
伴
走

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
社
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
手
に

す
る
水
野
孝
一
代
表

二
使
徒
と
呼
ば
れ
る
仲
間

た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
た

た
か
い
ま
す
。
本
展
で
は

五
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
と
原
画

で
、
悪
魔
く
ん
の
冒
険
に

迫
り
ま
す
。
個
性
豊
か
な

仲
間
た
ち
や
強
敵
に
彩
ら

れ
た
冒
険
を
ぜ
ひ
、
原
画

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Part
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オンリーワンラッピングで思いを描く
― .Dcompany ―

人の縁をつなぐデザイン

　.Dcompany(ドットディーカンパニー、米子市新開、水野孝一
代表)はオーダーメイドで、車両ラッピングやステッカーの製作を
行っています。また機器を導入し、名刺やＴシャツの製作にも力を
入れます。今回の「企業探訪」は、同社を紹介します。

知財相談会の対応をする澤田宏二
支援担当＝境港商工会議所

ホームページの2次元コード

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　　　　　時

10・11月の相談会スケジュール

　

10月13日㈫・11月10日㈫ 午後１時～４時

10月14日㈬・11月11日㈬ 午後１時～４時

10月15日㈭・11月19日㈭ 午後１時～４時

　
境
港
商
工
会
議
所
は
市
内

事
業
者
に
向
け
て
、
各
種
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。
会
場
は
い
ず
れ
も

境
港
商
工
会
議
所
・
経
営
支

援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談

会
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
と
協
力
し
て
、
毎
月
第
２

火
曜
日
に
経
営
相
談
会
を
開

催 知
財
無
料
相
談
会
　
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
支
援

窓
口
の
協
力
を
得
て
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
開
催

事
業
承
継
個
別
相
談
会
　
境

港
市
、
鳥
取
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
て
、
事
業
承
継
相
談
会

を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

ー 境港商議所 ー

毎月１回開催

各種個別相談会
4
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•

鮮
魚
の
セ
リ
即
売
体
験
を
実
施

＝
昨
年
10
月
12
日
開
催

皆
様
に
愛
さ
れ
る
商
品
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎

45
―
１
６
０
０)

ま
で
。

　
同
店
は
、
市
内
有
数
の

水
産
物
直
売
所
で
あ
り
、

種
類
豊
富
な
土
産
品
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
「
か
に
ト

ロ
し
ゅ
う
ま
い
」
は
、
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
身
を
た

っ
ぷ
り
使
用
し
、
独
自
の

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
大
漁
市
場
な
か
う
ら(

竹

内
団
地
、
鷦さ

さ
き鷯
侑ゆ

う

社
長)

の
「
か
に
ト
ロ
し
ゅ
う
ま
い
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

大
漁
市
場
な
か
う
ら

か
に
ト
ロ
し
ゅ
う
ま
い

製
法
で
ま
ぐ
ろ
の
ト
ロ
の
よ

う
な
と
ろ
け
る
食
感
、
か
に

の
旨
味
と
深
い
味
わ
い
を
引

き
出
し
た
究
極
の
か
に
し
ゅ

う
ま
い
で
す
。
か
に
ト
ロ
特

製
の
た
れ
に
付
け
る
と
、
一

層
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
か
に
ト
ロ
し
ゅ
う
ま
い
は
、

４
個
入
り
と
８
個
入
り
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
発
売
10
周

年
記
念
の
特
別
価
格
で
販
売

中
で
す(

同
店
限
定)

。
発
売

し
て
10
年
が
経
過
し
、
そ
の

間
に
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
も
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
ら

れ
、
一
押
し
商
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
渡
部
直な

お

哉や

統
括
部
長
は

「
お
か
げ
さ
ま
で
発
売
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
境
港
を
代
表
す
る
人
気

の
お
土
産
品
と
な
る
よ
う
、

よ
り
一
層
美
味
し
さ
と
品
質

に
こ
だ
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

昨
年
は
約
２
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
境
港
水
産
ま

つ
り
。
40
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
水
産
ま
つ
り
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協
会(

昭
和
町)

の
江
尻
敏と

し

美み

代
表
理
事
会
長
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
水
産
ま
つ
り
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

　「
は
い
。
10
月
11
日
の
日

曜
日
に
魚
市
場
の
周
辺
で
開

催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
〝
安

全
・
安
心
・
新
鮮 

浜
っ
こ

の
心
い
き
〟
で
す
。
み
な
と

祭
や
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
と
並
ぶ

境
港
の
三
大
祭
り
の
一
つ
と

し
て
盛
大
に
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま

つ
り
に
際
し
て
境
港
市
を
始

め
、
当
協
会
会
員
企
業
の
皆

さ
ん
か
ら
協
賛
金
や
人
的

派
遣
な
ど
の
多
大
な
る
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
」

―
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
恒
例
の
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
や
境
漁
港
で
水
揚

げ
さ
れ
た
鮮
魚
の
セ
リ
即

売
体
験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

の
姿
を
１
枚
、
先
着
５
０

０
人
に
進
呈
し
ま
す
。
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
食
べ
方

教
室(

小
学
生
限
定)

や

大
抽
選
会
な
ど
も
実
施
し
ま

す
」

―
今
回
は
　
回
の
節
目
と
な

り
ま
す
ね
。

　「
そ
う
で
す
。
第
40
回
記

念
の
魚
食
普
及
事
業
と
し
て
、

食
生
活
改
善
推
進
員
会
が
作

る
『
イ
ワ
シ
の
つ
み
れ
汁

(

５
０
０
食)

』
を
販
売
し
ま

す
。
併
せ
て
、２
０
０
９(

平

成
21)

年
か
ら
２
０
１
９

(

令
和
元)

年
ま
で
８
回
実

施
し
た
『
み
ん
な
で
選
ぶ
境

港
の
水
産
加
工
大
賞
』
の
関

連
商
品
の
販
売
も
行
う
予
定

で
す
」

―
各
種
店
舗
も
多
数

出
店
し
ま
す
。

　「
こ
と
し
も
鮮
魚
や
水
産

加
工
品
の
店
舗
の
ほ
か
、
飲

食
店
な
ど
の
グ
ル
メ
コ
ー
ナ

ー
に
多
数
出
店
し
ま
す
。
隣

の
水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
も

営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
魚

介
類
が
よ
り
ど
り
み
ど
り
で

す
」

―
最
後
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
境
港
は
水
産
の
街
な
の

で
、
皆
さ
ん
に
魚
を
た
く
さ

ん
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
い

て
、
消
費
を
伸
ば
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
ご
支
援
に

対
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

お
肉
に
押
さ
れ
気
味
の
、
魚

食
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
も

目
的
の
一
つ
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
」

　
水
産
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
10
月
11
日
㈰
　
午
前

８
時
～
午
後
２
時

場
所
　
県
営
境
港
水
産
物
地

方
卸
売
市
場
周
辺(

昭
和
町)

　
詳
し
く
は
、
同
協
会(

☎

44
―
６
６
６
８)

ま
で
。

　
道
路
交
通
法
施
行
令
が
改

正
さ
れ
、
２
０
２
６
年
９
月

１
日
か
ら
生
活
道
路
に
お
け

る
法
定
速
度
が
時
速
60
㌔
㍍

か
ら
時
速
30
㌔
㍍
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
生
活
道
路

で
の
重
大
事
故
の
発
生
を
防

止
し
、
歩
行
者
な
ど
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
生
活
道
路
の

最
高
速
度
は
、
速
度
標
識
や

標
示
が
な
い
場
合
で
は
時
速

60
㌔
㍍
で
し
た
が
、
生
活
道

路
は
地
域
住
民
が
徒
歩
や
自

転
車
で
利
用
す
る
機
会
が
多

く
、
交
通
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
重
傷
・
死
亡
事
故
率

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
生
活
道
路
と
は
、
主
に
地

域
住
民
の
日
常
生
活
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
な
、
中
央
線
な

ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
中
央
線
や
中
央
分

離
帯
が
あ
る
道
路
の
法
定
速

度
は
、
引
き
続
き
時
速
60
㌔

㍍
で
す
。

　
た
だ
し
、
生
活
道
路
で
も

最
高
速
度
規
制
が
実
施
さ
れ

て
い
る
道
路
は
、
そ
の
規
制

速
度
が
最
高
速
度
に
な
り
ま

す
。

　
法
定
速
度
の
変
更
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

40

10月１日㈭ 午前　　　精神科医
10月６日㈫ 午前　　　　産業医
10月８日㈭ 　　　午後 産業医
10月15日㈭ 　　　午後 産業医
10月21日㈬ 　　　午後 産業医
10月22日㈭ 　　　午後 産業医
10月29日㈭ 午前・午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

10月の相談日

スポットライト 第40回境港水産まつり
境港水産振興協会江尻会長に聞く

時
速
60
㌔
㍍
が
30
㌔
㍍
に

法
定
速
度
を
引
き
下
げ

生
活
道
路

境港警察署

大漁市場なかうら限定で特別価格
販売中のかにトロしゅうまい

5



株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください

長栄善二郎事務所
事務所　境港市湊町84番地（市役所前）

ＴＥＬ 44－6517　 ＦＡＸ 44－4333

司法書士　行政書士

メールアドレス:nagae123@eos.ocn.ne.jp

不動産・会社・法人・船舶等の登記申請代理
簡易裁判所訴訟代理
民事裁判・家事調停及審判の訴状・申立書作成・提出
各行政機関に対する申請書の作成・申請代理
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境　港

№123

青色申告会

青色申告会の元気企業

丁寧な施術が評判

　
自
然
界
の
恵
み
を
取
り
入

れ
、
髪
と
体
を
健
や
か
に
整

え
る
「
Ｐ
ｏ
ｎ
ｏ(

ポ
ノ) 

ヘ
ナ
＆
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
サ
ロ
ン
」
が

２
０
２
０
年
３
月
の
開
業
か

ら
こ
と
し
で
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
の
田
村

貴
子
さ
ん
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
寄
り
添
う
丁
寧
な
施
術
が

評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
サ
ロ
ン
の
看
板
メ

ニ
ュ
ー
は
、
１
０
０
㌫
天
然

の
ヘ
ナ
を
使
用
し
た
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
で
す
。
化
学
物
質

(

ジ
ア
ミ
ン)

を
一
切
含
ま

な
い
た
め
、
肌
の
弱
い
人
で

も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
白
髪
染
め
と
し
て
の
効
果

だ
け
で
な
く
、
頭
皮
の
毛
穴

掃
除
や
、
精
神
を
沈
静
化
さ

せ
て
体
を
深
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
る
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。

　
施
術
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

か
ら
始
ま
り
、
ヘ
ッ
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
軽
い
シ
ャ
ン
プ
ー
、

塗
布
、
１
時
間
の
放
置
タ
イ

ム
、
仕
上
げ
の
洗
い
流
し
と

ド
ラ
イ
ま
で
、
１
人
あ
た
り

約
３
時
間
を
か
け
、
他
の
お

客
様
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

じ
っ
く
り
と
贅
沢
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
田
村
さ
ん
は
美
容

師
や
福
祉
美
容
師
の
ほ
か
、

嗅
覚
反
応
分
析
士
、
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
、
多
彩
な
資
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
専
門

知
識
を
い
か
し
た
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

　
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り
な
が

ら
受
け
る
30
分
間
の
「
ド
ラ

イ
ヘ
ッ
ド
」
や
、
そ
の
後
に

優
し
く
し
っ
か
り
と
し
た

シ
ャ
ン
プ
ー
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
う
っ
と
り
感
と

ス
ッ
キ
リ
感
を
同
時
に
味
わ

え
る「
至
福
の
ヘ
ッ
ド
ス
パ
」

が
人
気
で
す
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
日
の
気
分

や
体
調
に
合
わ
せ
て
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
疲

れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
施

術
す
る
「
ア
ロ
マ
ボ
デ
ィ
オ

イ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」
な

ど
、
日
々
の
疲
れ
を
と
き
ほ

ぐ
す
極
上
の
コ
ー
ス
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　
培
っ
た
技
術
を
い
か
し
て

老
人
施
設
で
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
う
な
ど
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
地

境港青色申告会  青色ひろば

元気なうちの準備が肝心

　「相続対策は、大企業の社長だけの話」と思っ

ていませんか。実際には、中小企業や個人事業の

経営者ほど、相続への備えが事業の継続に直結し

ます。法人経営者には自社株、個人事業主には店

舗・工場・事務所、設備、事業用預金など、簡単

には分けにくい財産があります。

　何も決めないまま相続が発生すると、複数の相

続人が関わることになり、後継者が経営判断をし

にくくなったり、事業を続けるために必要な財産

を確保できなくなったりするおそれがあります。

　経営者が取り組むべき備えは、大きく分けて三

つあります。

① もめないための「遺産分割対策」　後継者に自

社株や事業用財産を集中させるための遺言書を作

成し、他の相続人の遺留分にも配慮します

② 税負担を抑える「相続税対策」　自社株や事業

用財産の評価額を把握し、生前贈与や事業承継税

制を利用できるか、税理士とともに検討します

③ 事業を守る「資金対策」　相続税の納税資金だ

けでなく、他の相続人に支払う代償金や、当面の

運転資金も準備しておく必要があります

　この三つは互いに深く関係しており、一つだけ

進めると、かえって別の問題が生じることもあり

ます。弁護士や税理士などの専門家と連携し、経

営と家族の状況に合った方法を考えることが大切

です。

　「まだ早い」と思える元気なうちの準備が会社

と家族、そして従業員を守ることにつながります。

WaSay法律事務所 代表・弁護士 魚谷和世

11
月
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

青
申
会
だ
よ
り

域
貢
献
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　
サ
ロ
ン
経
営
に
真
摯
に
向

き
合
う
田
村
さ
ん
で
す
が
、

日
々
の
業
務
と
並
行
し
て
行

う
事
務
作
業
に
は
悩
み
も
あ

り
ま
す
。
現
在
は
市
販
の
ソ

フ
ト
を
利
用
し
て
確
定
申
告

の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

「
記
帳
内
容
が
合
っ
て
い
る

の
か
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
」
と

本
音
を
漏
ら
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
個
人
事
業
主
の
強

い
味
方
と
な
る
の
が
「
境
港

　
広
島
国
税
局
は
こ
と
し
７

月
か
ら
管
内
全
て
の
税
務
署

で
、
複
数
の
税
務
署
の
内
部

事
務
を
専
担
部
署(

業
務
セ

ン
タ
ー)

で
集
約
処
理
す
る

「
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
」

を
実
施
。
税
務
署
の
内
部
事

務
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図

る
と
と
も
に
、
納
税
者
の
利

便
性
向
上
や
調
査
・
徴
収
事

務
の
充
実
と
高
度
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
申
告
書
や
申
請
書
、
添
付

書
類
な
ど
の
提
出
方
法
は
▽

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
す
る
場

合
は
所
轄
税
務
署
へ
送
信
▽

書
面
で
提
出
す
る
場
合
は
業

務
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
―
に
な

り
ま
し
た
。

　
米
子
税
務
署
管
内
を
含
む

鳥
取
県
内
の
納
税
者
が
書
面

を
提
出
す
る
場
合
の
宛
先
は
、

「
広
島
国
税
局
岡
山
東
業
務

セ
ン
タ
ー(

〒
７
０
０
―
８

６
８
９
・
岡
山
市
北
区
天
神

町
３
―
23)

」
で
す
。 

　
M

　
例
年
よ
り
早
く
梅
雨
が
明

け
、
い
き
な
り
の
猛
暑
に
身

体
が
対
応
で
き
ず
、
こ
と
し

【事業所のあらまし】
事業所名	 Pono ヘナ＆オーガニックプライベートサロン
代 表 者	 田村 貴子（たむら・たかこ）
所 在 地	 境港市東本町17-3
事業内容	 天然ヘナ＆
	 リラクゼーションサロン
営業時間	 10：00～18：00
定 休 日	 不定休
Ｔ Ｅ Ｌ	 090-1688-7981

ヘナ＆オーガニック
プライベートサロン

青
色
申
告
会
」
で
す
。
毎
年

確
定
申
告
時
期
に
「
確
定
申

告
個
別
相
談
会
」
を
開
催
し

て
お
り
、
専
門
相
談
員
と
し

て
税
理
士
が
親
身
に
な
っ
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
一
人
で
抱
え
込
み
が
ち
な

税
金
の
不
安
を
解
消
し
、
本

業
に
集
中
す
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
気
軽
に
相
談
会
を
利

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

北

Pono ヘナ＆
オーガニックプライベートサロン●

境
港
東
本
町
郵
便
局

セブンイレブン
境港上道店
　　●

セブンイレブン
境港上道店
　　●

●
なぎさ
会館

●
なぎさ
会館

経営者の相続対策

の
夏
は
体
調
不
良
気
味
の
皆

さ
ん
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
６
月
23
日
に
開
催
し
た
境

港
青
色
申
告
会
総
会
の
前
に
、

岡
信
行
・
米
子
税
務
署
長
を

招
き
「
税
務
行
政
の
現
状
と

課
題
」
の
テ
ー
マ
で
税
務
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
色
申
告
会
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
広
島
県
福
山
市
で

10
月
９
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
の
様
子
は
後
日
、
報
告

し
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
ま
で
、
境
港
青

色
申
告
会
女
性
部
が
実
施
し

て
い
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
、
境
港
青
色
申
告
会
の
主

催
で
11
月
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
希
望
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
I

書面の送付先変更

税務・会計
一口メモ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
る
田
村
貴
子
さ
ん

LINEの2
次元コード

Pono



総合建設業

境港土建株式会社

境 港 市 西 工 業 団 地 1 4 5 番 地
マッケンリフォーム（住宅・リフォーム部）

☎ 0859ｰ44ｰ5611
0120ｰ742ｰ123

代表取締役 松 本 　 正

【地域密着】アミ戸1枚から増改築・新築まで
【見積無料】まずはお電話下さい

建築工事・土木工事
住宅工事

 鳥取県知事許可
（特ｰ4）第6546号

（リフォーム・増改築・建替え・修繕工事）

（ジョブ産雇）鳥取事務所
〒680-0835　鳥取市東品治町102　鳥取駅前ビル3階 
TEL 0857-20-1500　　FAX 0857-20-1502 

離職する従業員の再就職をサポート
人材を確保したい企業に対するサポート
「キャリア人材バンク」で高齢者の再就職をサポート
雇用を維持するための在籍型出向をサポート
社員の人材育成やキャリアアップの出向をサポート
従業員のスキルアップや研修を目的とするセミナー（有料）
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
当
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
境
港
市
内
93
事

業
所
が
１
３
９
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
を
エ
ン

ト
リ
ー
。
７
月
18
日

か
ら
８
月
31
日
ま
で

実
施
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
投

票
に
は
、
７
１
７
件

の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
境
港
商
工
会
議
所

(
上
道
町)
で
開
催
し

た
当
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
表
彰
式
で
は
、
選

考
委
員
会
会
長
の
伊

達
憲
太
郎
・
境
港
市

長
が
各
部
門
の
特
別

金
賞
受
賞
者
に
表
彰

状
を
授
与
し
ま
し
た
。

４
部
門
の
特
別
金
賞
が
決
定

境
港
の
新
た
な
魅
力
を
伝
え
る

さ か い み な と
もっとセレクション

　
特
別
金
賞
を
受
賞
し
た
の

は
▽
飲
食
部
門
＝
「
手
づ
く

り
パ
ン 

あ
だ
ち
／
あ
ん
ぱ

ん
」
▽
ギ
フ
ト
部
門
＝
「
㈲

ボ
ヌ
ー
ル
洋
菓
子
店
／
ダ
ッ

ク
ワ
ー
ズ
」
▽
サ
ー
ビ
ス
部

門
＝
「
水
木
し
げ
る
記
念
館

／
庄
司
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
」
▽
雑
貨
部
門

＝
「
伯
州
綿
の
シ
ャ
ツ
屋
／

伯
州
綿
の
シ
ャ
ツ
」
―
の
４

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。

　
11
月
29
日
㈰
に
は
夢
み
な

と
タ
ワ
ー(

竹
内
団
地)

で
、

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

予
定
で
す
。

　
当
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
、
投
票
を
通

じ
て
境
港
の
新
た
な
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
ご
参
加
・
ご
投
票
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
詳
細
は
「
さ
か
い
み
な
と

も
っ
と
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０

２
６
」
特
設
サ
イ
ト(

２
次
元

コ
ー
ド
参
照)

と
境
港
青
年

特
別
金
賞
受
賞
の
４
事
業
所
を
称
え
る

伊
達
憲
太
郎
・
境
港
市
長（
右
）ら

　

境
港
青
年
会
議
所
は
、
境
港
の
魅
力
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
市
民
や
観
光
客
の
投
票
で
応
援
す
る
参
加
型
ア
ワ
ー
ド

「
さ
か
い
み
な
と
も
っ
と
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
６
」
を
実

施
。
９
月
10
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
境
港
青
年
会
議
所
は
８
月

11
日
、
橋
本
祐
太
委
員
長
の

率
い
る
Ｐ
Ｒ
推
進
総
務
委
員

会
の
設
営
で
、
境
港
市
内
の

中
学
生
を
対
象
に
「
地
元
の

食
材
で
つ
く
っ
て
！
た
べ

て
！
地
産
地
消
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
し
お
さ
い
会
館

(

大
正
町)

で
実
施
。
10
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
講
師
に

㈲
都
田
水
産(

上
道
町)

の
都

田
理
香
子
氏
を
招
き
、
地
域

の
食
材
や
地
産
地
消
に
つ
い

て
学
ぶ
体
験
型
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
、
当
会
メ
ン

バ
ー
が
た
こ
焼
き
を
調
理
す

る
一
方
、
参
加
し
た
中
学
生

は
、
地
域
食
材
を
使
用
し
た

都田理香子氏（左）が参加者に調理を指導

会
議
所
公
式
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｒ
ａ
ｍ(

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム)

で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

同
社
の
名
物「
み
や
こ
や
き
」

が
完
成
す
る
ま
で
の
工
程
を

見
学
し
、
焼
き
上
げ
る
際
に

は
、
調
理
に
も
参
加
。

　
実
際
に
「
つ
く
る
」
工
程

に
関
わ
る
こ
と
で
、
普
段
何

気
な
く
食
べ
て
い
る
料
理
と
、

そ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
地
域

の
食
材
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
た
こ
焼
き
と
み

や
こ
や
き
が
完
成
し
た
と
こ

ろ
で
、「
地
産
地
消
っ
て
本

当
に
い
い
こ
と
な
の
か
？
」

の
テ
ー
マ
で
都
田
氏
が
講
演
。

参
加
者
は
、
実
際
に
自
分
た

ち
で
作
っ
た
料
理
を
食
べ
比

べ
な
が
ら
聴
講
し
ま
し
た
。

　
都
田
氏
は
、
地
元
で
水
産

物
を
扱
う
企
業
の
視
点
か
ら
、

地
産
地
消
に
よ
っ
て
地
域
の

生
産
者
や
企
業
を
応
援
で
き

る
こ
と
、
地
域
の
食
材
を
知

る
こ
と
が
地
域
へ
の
関
心
に

つ
な
が
る
こ
と
な
ど
、
地
産

地
消
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
ま

し
た
。

　
中
学
生
た
ち
は
、
自
由
研

究
で
地
産
地
消
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
学
び
が
実
り
あ
る
機
会

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
夏
休
み
に
も
関
わ
ら
ず
、

事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
多
忙
に
も
関
わ

ら
ず
、
講
演
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
都
田
理
香
子
氏
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
金

田
健
彦
委
員
長
の
率
い
る
経

済
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
設

営
し
て
７
月
11
日
、
み
な
と

テ
ラ
ス(

上
道
町)

で
「
Ａ
Ｉ

×
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
～
刻
め
！

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
、
経
営
の
力

に
～(

実
践
編)

」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
35
人
が
参
加
。
㈱

ウ
ェ
イ
ビ
ー
の
則
本
温あ

つ

史し

氏

を
講
師
に
迎
え
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
、
入
札
情
報
の
収

集
、
資
料
作
成
な
ど
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
実
際
の
業
務
に
活
用

す
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
境
港
青
年
会
議
所

の
メ
ン
バ
ー
３
人
が
情
報
整

理
、
広
報
対
象
者
の
調
査
、

事
業
計
画
書
作
成
な
ど
、
身

近
な
業
務
で
の
活
用
事
例
を

発
表
。

　
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

90
・
９
㌫
が
「
明
日
か
ら
業

務
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
い
」、

97
㌫
が
「
業
務
に
活
用
で
き

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
知
識
が
な
く
て
も
自
ら
業

務
を
自
動
化
で
き
る
と
い
う

自
信
を
持
っ
た
割
合
は
84
・

８
㌫
で
あ
り
、
実
際
の
活
用

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
継

続
的
な
学
習
や
相
談
の
機
会

も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
今
回
の
成
果
や

参
加
者
の
声
を
境
港
市
、
境

港
商
工
会
議
所
な
ど
と
共
有

し
、
市
内
事
業
者
が
生
成
Ａ

Ｉ
を
学
び
、
試
し
、
業
務
に

生
か
せ
る
環
境
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＡＩ×ＤＸセミナーで学ぶ

生成ＡＩを業務活用へ

ウェイビー・則本氏が講師

セミナー看板を手にする則本温史氏（左から2人目）ら

都田水産・都田氏が指導

地元の名物を調理・試食
中学生 体験型ワークショップ

た だ い ま
会員募集中
　詳しくは、境港
青年会議所事務局
(☎44－２７００、
平日午前10時～午
後１時)へ。

7



山陰地方ならではの郷土料理山陰地方ならではの郷土料理
ふる里の味

「いただき」「いただき」

有限会社こめや産業
〒684－0071 鳥取県境港市外江町3175－4
 TEL 0859－42－6620
 FAX 0859－44－0277
 http://komeya-sangyo.com/

全国発送承り中!
定番の「だいせんおこわ」や大人気「かに
甲羅寿司」とセットでいかがですか？

今年もおせち料理をします！
詳しくは、11月15日（日）の
日本海新聞の折り込みチラシ
をご覧ください。

電話 0859－42－3817　Fax 0859－42－2431
営）17：30～22：30（Lo22：00）　お昼は予約のみ応相談
＊営業日、空席状況はHPのカレンダーをご覧ください！

コース料理、松葉ガニ料理、ベニズワイガニ料理、一品

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

10
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
み
な
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ(

竹
内

団
地)

の
一
押
し
商
品
「
ヨ

ル
ダ
ン
の
砂
ソ
フ
ト
」
は
、

あ
る
砂
漠
を
ヒ
ン
ト
に
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
砂
漠
は
何

と
い
う
名
前
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
も
の
で
、
正
解
は
③

の
「
ワ
デ
ィ
ラ
ム
砂
漠
」
で

し
た
。

賞
品
　
ヨ
ル
ダ
ン
の
砂
ソ
フ

　
境
港
商
工
会
議
所
と(

一

社)

境
港
観
光
協
会
は
、
こ

と
し
10
月
４
日
に
19
回
目
の

境
港
妖
怪
検
定
を
開
催
し
ま

す
。
会
場
は
、
境
港
商
工
会

議
所(

上
道
町)

と
調
布
市

市
民
プ
ラ
ザ
あ
く
ろ
す(

東

京
都
調
布
市)

で
す
。
北
は

ト当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
中
澤

慶
子(

夕
日
ヶ
丘)

▽
遠
藤
ま

ゆ
み(

竹
内
町)

▽
根
平
仁
史

(

東
本
町)

▽
武
沢
杉
江(

中

野
町)

▽
山
本
茂(

岬
町)

ス
ポ
ン
サ
ー
　(

一
社)

境

港
観
光
協
会(

竹
内
団
地)

ペ
ン
を
置
い
て

「米子鬼太郎空港　空の日イベント2026」開催！
とき：2026年10月3日（土）午前10時～午後2時
ところ：米子鬼太郎空港（境港市佐斐神町1634番地）
ことしも、米子鬼太郎空港では「空の日イベント」を開催します！
米子-ソウル便の往復航空券が当たる抽選会をはじめ、
航空にちなんだ楽しいイベントを開催します。　

イベントの詳細は、米子鬼太郎空港の公式ホームページを
ご確認ください。

※駐車場の混雑が予想されるため、公共交通機関の利用をお願いします。

米子鬼太郎空港
公式HPはこちら↓

正解と当選者

 

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

 「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

　
賑
や
か
な
飾
り
付
け
や
フ

ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
登
場
し
、

館
内
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ム
ー
ド

一
色
に
。
衣
装
の
無
料
貸
し

出
し
も
あ
る
の
で
、
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
仮
装
を
し
て
写
真
撮

影
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
は
、
お
菓
子
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
日
替
わ
り
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

開
催
期
間
　
10
月
1
日
㈭
～

11
月
1
日
㈰

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
」
で
検

索)

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー(

☎
47
―
３
８
０
０)

へ
。

北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

42
都
道
府
県
か
ら
延
べ
５
１

４
人
が
申
し
込
み
ま
し
た
。

最
年
少
受
験
者
は
５
歳
で
、

最
年
長
は
76
歳
で
す
。
初
級

・
中
級
・
上
級
の
３
部
門
か

ら
多
く
の
妖
怪
博
士(

合
格

者)

が
誕
生
す
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

スポンサー　　大漁市場なかうら(竹内団地)

大漁市場なかうら(竹内団地)の一押し商品
「かにトロしゅうまい」は、発売して何年が経過
したでしょうか。(ヒントは５ページ)

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切 10月8日㈭(当日消印有効)

①  ５ 年
②  ７ 年
③ 10年

賞品 「かにトロしゅうまい４個入り」 ５名様
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商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者 	松本竜治(まつもと・りゅうじ)
所 在 地	 境港市上道町1942-5
Ｔ Ｅ Ｌ	 0859-42-3943
営業時間	 8：30～17：30
休 業 日	 土・日曜日、祝日(応相談)
事業内容	 畳製造販売、ふすま・障子・
	 網戸張り替え

○創業のきっかけ？…当社は1933(昭和８)年に私の祖父が
隠岐郡・海士町で創業し、1965(昭和40)年に境港市末
広町へ事業を移しました。その後、会社を設立し、現在
地に移転。2016(平成28)年からは私が社長を務めてい
ます。創業以来、地域の皆さんの住まいに関わり、長年
培ってきた経験と技術を生かして、快適な住環境づくり
に取り組んでいます。
○おすすめポイントは？…畳には、近年人気の「縁なし畳」
など、さまざまな種類があります。家族経営の小さな会
社だからこそ、お客様との打ち合わせから施工、納品ま
で、私自身が全て責任をもって対応します。畳の表面を
覆う「畳

たたみおもて

表」も、味わい深い天然の国産い草をはじめ、手
入れのしやすさからペットのいる家庭や介護にも適した
「樹

じゅ

脂
し

表
おもて

」や、手触りが柔らかい「和
わ

紙
し

表
おもて

」など、用途や
好みに合わせてお選びいただけます。
○お客様は？…新築やリフォームの一般住宅、賃貸物件ま
で、数多くの施工を手掛けてきました。境港市を中心に、
米子市、八束町、美保関町などのお客様に多くご利用い
ただいています。
○今後の事業展開（展望）？…近年、ライフスタイルの変化
により和室が減少していますが、畳は調湿性やクッショ
ン性に優れ、日本の暮らしに適した魅力的な床材です。
これからも伝統的な和室空間を大切にしながら、現代の
住まいにも合う畳を提案していきます。また、市内公民
館で開催した「ミニ畳(花瓶置き)作り教室」が好評でした。
今後も畳に親しんでもらう活動にも取り組んでいきたい
です。
○一言PR…地域密着の畳店として迅速・丁寧な対応を心
がけています。畳、ふすま、障子、網戸のことなら気軽
にご相談ください。「頼んで良かった」と喜んでいただけ
るよう、一軒一軒心を込めて施工します。

㈲松本畳装店
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●
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●
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